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連絡事項

1)9月 4日 (金 )14時 第2回地域福祉推進会議 ・
.2)9月 5日 (土)14時  日本生命病院 あわざフォーラム
1  3)11月 14日・15日 認知症サポート医養成研修 ″ウた二∫ノぃ
4)9月 17日 (木 )14時 認知症サポート医フォ・ローアツプ研修
5)9月 7日 (月 )14時 医介連携推進事業
『多職種で考えるコロナ流行時におiする高齢者の支援』 .

配布された防護服の取扱いについて /どnホ、iギ |■そ蹄会7をざ政布

救急の日 行事実施の一部経費補助について 来場て,レ
コロナ慰労金・感染防止支援事業

HPV 9価ワクチンの接種における留意事項について

オンライン資格確認導入について

PCR外来。発熱外来について
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1)みんなの健康展 中止
2)大阪市内医師会救急医療担当理事連絡協議会
7月 27日 (月 )14時 府医師会館 4F
3)7月 27日 (月 )13時半 第 7回大正あんじんネット検討会議
4)8月 4日 (火)14時 認知症施策推進会議
5)8月 5日 (水)14時 府医4F 大阪府医師会産業医部会委員会
6)8月 24日 (月 )14時 第 8回大正あんじんネット検討会議

7)その他

船
〃



大 府 医 発 第410号

(学 術 )

令和 2年 8月 5日

都市区医師会 会長 殿

大阪府医師会医学会 会長

茂 松  茂 人
(公印省略)

大阪府医師会医学会評議員の推薦について (依頼)

拝 啓

平素は、本会医学会活動に格段のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、ご高承のとおり、本会医学会は医学・医術の研究とこれに関連する事業

を行い、生涯教育の充実と地域医療の推進につとめるため、昭和 52年以来諸活

動を推進いたしております。

つきましては、本会医学会活動推進のため同会則第 10条により「評議員」選

任を規定しております。貴会から評議員 上生をご推薦賜りたく、また同評議員

のご氏名を別紙により来る8月 31日 (月 )までにご回報くださいますよう、ご

高配のほどよろしくお願い中し上げます。

なお、評議員の任期は令和 4年 6月 の本会定例代議員会終結時までお願いいた

したく存じますので、ご了承のほどお願い申し上げます。

敬 具

※前期の本会評議員名簿を同封いたします。ご参考くださいませ。

《担当事務局》

大阪府医師会 学術課 (担当 中平)

〒543‐ 8935大阪市天王寺区上本町 2‐ 1・ 22
′
rEI」 06‐ 6763‐ 7006  FAX 06‐ 6764-0267

E‐ mail gaku@po.osaka.m_ed.()r」 p
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大正区地域福祉推進会議委員 様

大阪市大正区長

吉田 康人

令和 2年度 第 2回大正区地域福祉推進会議の開催について (御案内)

初夏の候、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

さて、標題につきまして、次のとおり開催いたしたいと存じますので、御多忙

のところ誠に恐縮ですが、御出席賜りますようよろしくお願いいたします。

なお、事前配付資料は整い次第、別途お送りいたします。

●:コ
ロし

1  日

2場

3議

4担

時 令和 2年 9月 4日 (金)14時～16時

所 大正会館 (大正区コミュニティセンター)3階ホール

題 地域福祉ビジョン案について 他

当 大正区役所保健福祉課 担当者 :永田

電 話 1番 号 06-4394-9857

FAX l番 号 06-6553-1986

メールアト
゛
レス  th00060city.Osaka.lg.jp



2020年 8月

大正区医師会

会長 樫原 秀一先生御侍史

公益財団法人 日本生命済生会

日本生命病院 院長 笠山 宗正

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素は弊院につきま

して格別のご指導ご支援を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

さて、先般ご連絡の通り「2020年度第 2回 日本生命病院地域医療支援運営委員会」を下

記日程にて開催致しますので、ご多用とは存じますが、何卒ご出席賜りますようお願い

申し上げます。

(誠に恐縮ではございますが、ご欠席の場合 は 代理人 (1名 )の ご ならび出席、

に当方へのご連絡をお願い致します。)

なお状況の変化に伴い書面開催等の場合は、あらためてご連絡申し上げる予定です。

謹 白

記

○日 時 2020年 9月 15日 (火) 14時～

【事務局】

日本生命病院 地域医療総合窓ロ
あったかサポートセンター

(06‐ 644-33-446(イ代))
らかいし かつや
近石 克也 chよaishi.katuya@nissay‐hp.orip
吉川 克巳 巡週国堕聖:ュ=堕

`理
・璽:K:と二塁望`ェ:Llttjp

【2020年度の予定】

2020年 12月 15日 (火 )
2021年 3月 16日 (火 )

14颯寺～

14時～

以上
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FAX番号:06-6554-2283

令和 2年 8月 28日

(市内)郡市区等医師会 会長 様

大 阪 府 医 師 会

会 長  茂松 茂人
(公印省略 )

平素は、本会事業に格段のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。

さて、この度、大阪市より標記について情報提供がございました。本研修を実施す

る国立研究開発法人日立長寿医療研究センターより、新型コロナウイルス感染拡大の

現状を踏まえ、コ:塾Eとiョュ2主菫塗』E□邑2里整二」ョ上 二査旨の通知があつたという内

容でございます。

なお、令和 3年度以降の研修開催は未定となっており、開催が決定し次第、募集が

実施される予定となっております。

つきましては、公務ご多用のところ誠に恐縮でございますが、本件について、貴会

におかれましてもご承知おきくださいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

なお、本研修にお申し込み頂いた方々につきましては、既に大阪市より直接、別添

の資料等にて本件について通知がなされておりますとともに、本会からも直接ご連絡

させて頂きますことを申し添えます。

記

令和 2年度認知症サポー ト医養成研修 日程 (全 6回 )※立全て中止
第 1回  8月 22日 (土 )～23日 (日 )東 京会場
第 2回  8月 29日 (土)～ 30日 (日 )愛 知会場
第 3回  9月 26日 (土 )～ 27日 (日 )北 海道会場
第4回  10月 10日 (土)～ 11日 (日 )福 岡会場
第 5回 11月 14日 (土)～ 15日 (日)大 阪会場
第 6回  1月 16日 (■)～ 17日 (日 )東 京会場

<担当事務局>
大阪府医師会地域医療 2課 (河本〉
TEL: 06-6763-7002/FAX:06-6765-3737
E―mall, !■―koumotoOp。 .Osaka.med.or.jp

!2, 8, 28

令和 2年度認知症サポー ト医養成研修の開催中止について



令和 2年 7月 7日

郡 市 区等 医 師 会 長 様

一般社団法人 大阪府医師会

会長 茂 松 茂 人

(公 印 省 略 )

令和 2年度 第 1回 認知症サポー ト医フォローアップ研修の開催について

(ご案内)

時下 ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。
平素は、本会事業にご協力を頂き、厚くお礼申しあげます。

本研修は、認知症サポー ト医を対象としたものですが、認知症サポー ト医を目指す医

師についても参加可能となっております。

つきましては、誠にお手数とは存じますが、貴会会員
へご周知賜りますよう、何卒よ

ろしくお願い申し上げます。 (※本研修の案内は「認知症サポー ト医」には、直接郵送
に

てお送りしています。府医ニュースにも掲載予定です。)

また、本研修会は、下記の届出に関する研修に該当します。

本研修へご参加頂きます場合は、 ll紙受講申込 に必要
の つ 9月

7日 (月 )までに、 FAX(06-6765-3737)にて、 報くださいますようお いヽ

たします。

<認知症サポ―卜医の役割>(厚労省 :認知症地域 援事業より抜粋 )
知症対応力の向

(1)都道府県・指定都市医師会を単位とした、かかりつ

上を図るための研修の企画立案

(2)かかりつけ医の認知症診断等に関する相談役
・アドバイザーとなるほか、他の認知症サ

ポート医 (推進医師)との連携体制の構築
(3)各地域医師会と地域包括支援センターとの連携づくり

への協力
→地域における「連携」の推進役を期待されている

く担当事務局>
大阪府医師会 地域医療 2課 河本
TEL : 06-6763-70()2/FAX :()6-6765-3737

不安若しくは不眠の症状を有する患者に対して 1年以上継続して
ベンブジアゼピン受容体

の投薬を行つた場合の処方料・処方箋料の算定に必要な「不安又は不眠
に係る適切な研修

■2単位以上が必要。本研修会では 1

作動薬

」。

単位。



2020-07-31 11:19:35 大正区在宅医療・介護連携相談支援室 06-6554-2283

令和 2年 7月 吉日

大阪市大正区医師会会員 各位

一般社団法人 大阪市大正区医師会
大阪市大正区泉尾 3丁 目 10番 7号
′
「EL  06-6551-2545  FAX  06-6554-2283

書類添付のご案内

拝啓、皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

大正区在宅医療・介護連携推進事業におきまして『 じぶんのこと・おやのこと

フォーラム大正 2020』 を開催いたします。

例年 2月 に開催される多職種連携研修会ですが、今回は新型コロナウィルス

感染防止の為、下記内容で開催致します。

ご多忙とは存じますが、ぜひご参加ください。

奇支具

記

Pago 1/2

研修内容

開催日時

場  所

『多職種で考えるコロナ流行時における高齢者の支援について』

令和 2年 9月 7日  14時 ～ 15時 30分

・zoomミ ーティング(パソコン又はスマートフォン等からの参加)

・各会場については別紙参照

以 上

※添付の参加申込書をご確認の上、FAXにてお申し込み ください

□本紙含め 2 枚
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2020/08/20/木  17103 大正区医師会 FAX]i号 :06-6554-2283 P.001/001

樫 原 秀一ハi
こメz‐ 印x甚「術ιぞす. 令和 2年 8月 20日

会 員 各 位

(―社)大阪市大正区医師会

会 長  樫原 秀―

医療機関向け医療物資の配布について

標記につきまして、ガウン・マスク・フエイスシール ドが厚労省から届きましたの

で、医師会事務局にてお渡しいたします。

ご希望の医療機関は、大正区医師会事務局へご連絡の上、8月 31日 (月 )迄にお越

しくださいます様お願いいたします。

残った物資は病院へ振り分けます。

お忙しいところ申し訳ございませんが、どうでよろしくお願い致します。

記

【今回の配布数】

診療所 :① ガウン100枚

② マスク100枚

③ フェイスシールド1∞枚

※①～③の3種セッ■|でお渡しします。

④ グローブ/S100枚入 18箱
/M100枚入31箱
/L100枚入 12箱

※ グロープは聖りE圭られた順:三サイズを選んでいただきます。



大府医発第417号
令和 2年 8月 5日

郡市区等医師会長  様

大 阪 府 医 師 会 長

茂 松 茂 人

(公印省略)

令和 2年度「救急の日」及び「救急医療週間」行事実施の一部経費補助について (ご案内)

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を頂き厚くお礼申し上

げます。

さて、標記行事等につきましては、本会において協議の結果、別紙行事実施要綱の通り決定いたしま

した。

今年度も、貴会におかれまして実施された経費の一部を本会より助成させて頂きますので、ここにご

案内申し上げます。

つきましては、今年度、標記行事の実施計画がある場合は、別紙行事実施経費助成金交付要綱に基づ

き、「行事実施計画書」(様式 1)を 9月 11日 (金 )までに、また、行事終了後 15日以内に「実施報告

書」(様式 2-1)・「精算内訳書」 (様式 2-2)を、下記あてにそれぞれご提出頂きますようお願い申し上げ

ます。

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から実施の可否につきましては貴会に一任い

たします。

また、救急蘇生法普及啓発用の日本医師会作成ポスターは、昨年同様「日本医師会雑誌」(8月号)に

同封されますが、「CABDカ ー ド」は、後日配布予定でありますので申し添えます。

敬具

※事務局 :救急災害医療課 小澤・西原
(TEL 06-6763-7003 ・FA)( 06-6765-3633)

qqsaigaiOpo.osaka.med.or.jp
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令和 2年 8月 6日

(FAX)

大阪府医師会

印 省 略 )
不砂、
い`
、́  /

‰
新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金交付 び医療機関・薬局等にお

ける感染拡大防止等支援事業にかかる紙媒体による申請書類の周知について

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

標記申請について、紙媒体での申請書類が届きましたのでお知らせいたしま

す。紙媒体による申請についても、オンライン申請と同様の受付期間となってお

ります。

【申請書類 送付先】
〒540-0028
大阪市中央区常磐町 1丁 目3番 8号 中央大通FNビル内

大阪府国民健康保険団体連合会

※送付用封筒の表面に「緊急包括支援交付金申請書 在中」と朱書きしてくだ
さい。

【申請期間について】

慰労金 毎月 15日 から月末まで (令和 2年 9月 30日 締切り予定)

感染拡大防止 毎月 15日 から月末まで (令和 3年 2月 28日 締切 り予定)

原則、国保連の「オンライン請求システム」 (毎月の診療報酬請求に使用して

いるシステム)による申請となります。
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令和2年7月 29日

大 阪 府 医 師 会

(公V階略

ヒト′くピローマウイルス1感染症予防こ用いられる糸田奥え,ガ峰91面ヒトパピローマ

ウイルス様粒子ワクチン C母由菊 (シルガード9フ持」齢蜀筋注シリンジ)の

申卦到こおける留意事剰こついて

平:剰よ 本会活動の推進に対しまして、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、1撃露湘解箋澤議葺義漣轄こつきまして、このた1朔1添の通り、日本lヨ1確から,歓口が

ありました。

標記ワクチン (販売名 :シルガード9水性懸濁筋注シリンジ。以下「琳御」という。)の製造

販売が承認されました。今般の通知|よ ズ靖1に膳種にあたっての留意事項を示すものです。

製造販売業割よ 「安全性情報の検出・確認を目的とした使用由簡稲塁|、 唯勢醸関に対す
る納入前の重点的な情報提供・注意喚起などの安全性情報提肉謀詠錫針日 、「確実かつ詳細な

安全性情報解析を目的とした販売開始後一定期情に用対卦重者全例σ丼辞
.躍
鋼趨を行うこととされ

ています。

これを踏まえ、本剤の接種を行う医療機関、国師等においてIよ 製造販売業者が行う安全対策

上の活動への協力が依頼されています。

また、皮下同庄射するインフルエンザワクチン等と異なり、本椰1嚇群務肉内に注射することなど

に留意し、,剰寸文書を十分確認するよう求めています。

製造販売後調査や接種時の注意事項等についてIよ ズ嗜,Ю納入前に、製造販売業者から医脚腹

関へ説明がなされるとのことです。

貴会におかれましてもご了知いただき、会員医療機関へのご周知をお願い申し上げます。

く参考>

*印将璽唸メン■カレ=∠めヽ朝1添劇

“

凛覧磨喘です。
http://w,rv. fiEd. or. jplj maese/nglbersた、.り/山協3/由 iikl/mm力 |_2"=pf

※閲陶コまユ‐ザー名とノ軟ワードでつ)ログイレカツ要です。

ュ■チー名 :会員ID(日日 1桁物送付番号)の∝徊瑯串 (半角で入力)です。
熊 シリじ瑠師』昴lされている1"W瑯亭で丸

想 ヮード:生年月日の 駆薬影)下a行、月2桁、口桐 を並
～
1金

“

畷嬌です

(半角入力)

勲せ察1
⊃

大阪府医師会地域医療 1課 (小山)

TEL:06-6763-7012



rza,5
郡市区等医師会長 殿

一般社団法人大阪府医師会

会長 茂 松 茂 人
(公印省略)

オンライン資格確認導入について

平素は本会事業の推進に際し、ご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

標記については、本会より「『オンライン資格確認』の開始に向けたお知らせについて」

(令和 2年 3月 25日付)お よび「医療情報化支援基金に関するポータルサイト開設のお

知らせについて」 (令和 2年 6月 29日 付)にてご連絡いたしました。

オンライン資格確認導入については、平成 31年の「医療保険制度の適正かつ効率的な

運営を図るための健康保険法等の一部を改正する法律」 (令和元年 5月 22日 に公布)に

基づき、進められており、令和 3年 3月 から開始されます。

現行の健康保険法施行規則において、保険者は健康保険証を交付しなければならないと

されていることから、オンライン資格確認の制度実施後も、健康保険証の交付が前提となつ

ており、オンライン資格確認と現状制度は併存されることになります。

オンライン資格確認導入は義務ではありませんので、資格過誤の減少等のメリット等を

考慮して、医療機関で導入を検討していただくことになります。

オンライン資格確認を導入すると、顔認証付きカードリーダーにマイナンバーカードを

置くか、健康保険証の個人番号を入力するか、いずれの方法でも対応するようにしなけれ

ばならず、業務が煩雑になる可能性があります。

マイナンバーカードは患者がかざすだけで、医療機関のスタッフはカードに触らない、

受け取らないとされていますが、高齢者や認知症等の患者が操作できない場合は、スタッ

フがカードを預かり操作する可能性もあり、万―紛失した場合などトラブルが起こる可能

性も否定できません。

また、国は健康保険証をマイナンバーカードに一本化して、オンライン資格確認をきつ

かけに、患者の健康及び疾病情報を一元化して管理医療を行うことを企図している懸念が

払拭されない状況で、早急に導入を進めるのは危険であると考えております。

このため本会では、本制度につき、管理医療につながることのないよう、日本医師会と

も連携しながら対応してまいります。

しかしながら、以上のように問題点が多々ありますが、現在または将来的に、オンライ

ン資格確認を検討されている先生は、カードリーダーの無償配布やシステム整備費の助成

金を利用することができ、診療所の場合 10万円程度の自己負担にはなりますが、助成期

令和 2年 7月 20日



会員各位

令和2年 7月 27日 (月 )

(―社)大阪市大正区医師会

会長 樫原 秀一

中央急病診療所 (夜間)の出務について

令和2年度下半期分 (令和2年 10月～令和 3年 3月 )の

当区医師会の出務日が決まりました。

順番の先生は下記のとおりですので宜しくお願い申し上げます。

言コ
ロt」

10

5 10

尚、他の先生と交代される場合は、回⊥墜任言塾2ム生:壺[■_週闘 :k」壁:ユ[二

当型延三全二量匡壁立L

深

準

令和2年 11月 02日 (月 )

令和3年 01月 17日 (日 )

令和3年02月 19日 (金 )

1名

1名

1名

⑫山北 哲也

⑮石村 俊信

①足立 俊之

令禾□2年 12月 30日 (水) 2名 ⑤中山 秀雄

⑦柿原 幸司

(担当理事 :志水)



令和2年 8月 6日

郡市区等医師会 御中

新型コロナウイルス感染症に伴し寸鶏重率低下が懸念される

定期の予防接種の対象者への周知及び勧奨について

平鋼
.よ
本会事業のオ佳i自こ対しまして、』協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、標認こつきまして、このたι朗ll添の通り、日1本榎塾i“勒 ら`通知がありました。

本詢玲月10日付の本会通知にて、予1嚇
‐
卦重去こ基づく定靭Э予1珈

1卦重 (以下、「定期書動 とい

う。)の実施につきまして|よ 新型コロナウイルス感染症の発生下においても、ワクチンで防げる感

染症の発生及びまん延を予防する観点から非常に重要であり、新型コロナウイルス感期主`Nの
感期防

止に係る適切な対応を講じた上で、基本的には引き続き定期機種を実施することをご案内しました。

今般の通知|よ l早生労働省力洛者殖府県に詈観%自各を発出し、対象者ド壽重の機会を逸することの

ないよう、下記の対応を含め、適切な対応を求めたことを周知するものです。

また、:端眸鮮省に対しても、麻しん及び風しんの:赳謝
1番重 (第 2期)対象者に対する書甍'懺奨

等べ効|″市疎1助滝されています。

貴会におかれましてもご了知いただき、会員医療機月野ヽ ご周知をお願い申し上げます。

1.各刊嚇1斎聾)月次(科書重督数を昨年と比較する等により、外出自粛甕:青寺による影響を把握

し、刊嚇爵重ごと口Z腰な対応を検討すること。

2.幼児期
"冽

峰の刊琳1斎国こおいで用こ1卦重者数のI虞

"め

輸 されるととも|ミ 麻しん及び風しん

の起謝1壽コこついて1群蓄菫率を高く保つこと力済要であることから、1寿11蟹蟄如笏辺
,功湧られ

た自治体 ぐ壽1覇
:数
が利卿)自,舒卜を含む。)|よ 次の対策を積極覇こ鋤笹すること。

(1)麻しん及び風しんα起勢卦重第 2期)の対象者について、関剰鼎動と連携して、保育

所・ス悧園を通じナゴ群鍵日1寒寺により効果拘樹
1警國刈奨を図るととも|ミ 教育関係封帽)と連

携して、就学時側康診界割こおける機種歴の確認陶鱒
1斎難躁を
・
ア判ゴ予うこと。

(2)麻しん及び風しな磁起謝1卦重 C;2期)の今年3月の
1欝
1聾肇効韓 より少なかつた自治

体こおいて|よ 特例 CЮ を積極的:華用し、1壽聾幹tを逸した者の

'壽

1動競乾確保するとと

も|ミ 予I嚇警重合臓か1舌冊や、教育関係割弓との連携等により効果的樹
.部
駐是供10斎肇藤:を

行うこと。 ※本輸譲月31日付本会通畑こてこ覇専村斉み。

<参考>
十日本国帷デ ン ■力 |″鋤 ら`別漉婦Ю閲動可能です。

red.or.

△
ム

〓
叩

ハ
ツ

医

靭

府

印

阪

“

大

r

※閲覧にはユーザー名とパスワードでのログインが必要です。

ユーザー名 :会員ID(日医干lF予牛笏」喘諄号)の 10桁の数字 (半角で入力)です。

宛名シール下部に印刷されている10桁の数字です。

パスヮード:生年月日の「西暦の下2桁、月2桁、日2桁」を並べた6桁の数字です (半角入力)。

【担当】
大阪府医師会

地域医療 l課 (IEし 06“ 763-7012)

地域医療2課 (TEL10← 0760-7002)

総務課 0軋 :06-6763-7000)

言己
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